
（別紙３）

～ ７年　１２月　３１日

（対象者数） 58 （回答者数）
26

～ 令和７年　１１月　３１日

（対象者数） 9 （回答者数）
７年　１２月　３１日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

「気づきのフォーマット」の導入

「〇〇（事実）があった。→ 〇〇の視点で見ると、××とい

う懸念／可能性がある。→ なので、△△を提案したい」とい

う3ステップの型を用意する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
人材育成を急ぐとともに、地域の催しに参加するのではなく

こちらから交流を促せるような取り組みを考えていく。

2

年二回の面談時に時間をとり説明する機会とする。また、広

報誌やSNSなどを通じてマニュアルが執行されていることを

お伝えしていく。

3

利用児童の過ごすフロアが1階と2階にあることで子ども達の

特性や発達・相性などを考慮して安心できる環境である。

施設が広くバリアフリー化されているため様々な障害を持たれ

ている方にも対応できる。また、空間を仕切ることができるた

めその場面に応じた環境設定や個室を作ることが出来る。

若手からベテラン、看護師に子育て中のスタッフまで、多様な

背景を持つメンバーが活躍中。それぞれの得意分野や視点を持

ち寄ることで、お子様一人ひとりの個性や課題に合わせた、支

援を実現している。

MTGや会議の際に「看護師視点での身体的変化」「主婦職員

視点での生活動作の工夫」「若手視点での新しい遊びの提案」

など、各視点別のフィードバックを行っている。

同じ敷地内に放課後等デイサービス事業所・生活介護事業所・

グループホームなど多様な事業所があり移行支援行いやすい。

長期休暇時には児童とその保護者に対し進路へのイメージを

持ってもらう為、施設見学の機会を設けている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域交流の機会が少ない

地域の催し物に参加するための人員の確保と、外出先での突発

的な事象に対応できる能力を有する職員の育成が進んでいな

い。

事故防止マニュアル・緊急時対応マニュアル・防犯マニュア

ル・感染症対応マニュアルが策定され保護者へ説明されている

が認知度向上が必要。

策定後に直接保護者へ説明する機会がない。

令和７年　１１月　２０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　4月　6日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 社会福祉法人　伍福会　びぃちゃむ・第二びぃちゃむ(放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和７年　１１月　２０日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


